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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第116期

第２四半期
連結累計期間

第117期
第２四半期
連結累計期間

第116期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （百万円） 86,435 85,436 175,889

経常利益 （百万円） 3,892 3,615 7,173

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）

（百万円） 1,836 △5,172 2,617

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,654 △7,798 11,336

純資産額 （百万円） 156,262 155,060 164,899

総資産額 （百万円） 206,571 207,285 220,071

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△）

（円） 58.55 △167.87 83.65

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 58.35 － 83.36

自己資本比率 （％） 68.3 66.6 66.9

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,346 6,821 2,827

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △2,698 △4,045 △1,355

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,355 △2,172 2,193

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 24,842 36,468 35,197

 

回次
第116期

第２四半期
連結会計期間

第117期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又

は１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） 18.74 △186.76

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第117期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益又は四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

又は親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

５．平成27年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しましたが、第116期

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半期純損

失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

 　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益又は四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に帰属する

四半期純損失」としております。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、ゆるやかな回復基調にあると考えられますが、勢いを欠く状況で

推移しました。住宅着工は消費増税後の落ち込みからの回復が見られ、家電販売も夏季の猛暑などから概ね好調に推

移しましたが、公共工事は低調に推移し自動車生産も前年割れが続くなど、期間の後半にかけ停滞感が強まっており

ます。

世界経済は、米国は継続して着実な回復を見せましたが、中国では減速傾向が強まり世界経済への影響が懸念され

ております。

鉄鋼業においては、日本国内市場は自動車・建設向けともに需要が力強さを欠いたことから高炉メーカーを中心に

生産調整が行われ、粗鋼生産は前年を下回る状況で推移しましたが、在庫調整にはなお期間を要する状況となってお

ります。円高是正からようやく増勢が一服していた輸入材は、海外鉄鋼市況の悪化に伴い期間の後半には日本国内へ

の流入が再び増加しました。海外鉄鋼市場は、中国の景気減速感が更に強まったことから、中国鉄鋼業の輸出が増勢

を強めており、世界的な市況低迷と通商摩擦の要因となっております。

このような環境のなか、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高85,436百万円（前年同期比

999百万円減）、営業利益3,118百万円（同760百万円増）、経常利益3,615百万円（同276百万円減）、親会社株主に

帰属する四半期純損失5,172百万円（前年同期は1,836百万円の利益）となりました。市況が停滞するなか、価格重視

の販売活動とコストダウンに努めましたが、前期に機械プラントで海外大口物件の売上計上があった要因などから、

減収となりました。

なお、中国の連結子会社であります淀川盛餘（合肥）高科技鋼板有限公司（以下、ＹＳＳ社という。）におきまし

ては、2013年６月の操業開始以降、早期の軌道乗せに取り組んでまいりましたが、昨今の中国鉄鋼市場における急激

な環境の悪化を鑑み「固定資産の減損に係る会計基準」に基づく減損測定を行った結果、ＹＳＳ社の保有する機械装

置につきまして5,860百万円の減損処理を行いました。また、当社連結子会社でありますヨドコウ興発㈱の保有する

スポーツ施設における減損額600百万円およびＹＳＳ社に係るのれんの減損等を含め、併せて6,654百万円の減損損失

を計上いたしました。

今般、ＹＳＳ社におきまして会計基準に従い多額の減損損失を計上しましたが、ＹＳＳ社が当社グループの事業戦

略上、最も重要な生産・販売拠点の一つであることに何ら変わりはなく、今後もグループの総力を挙げて早期の軌道

乗せを図ってまいります。

セグメントの業績は以下のとおりです。

 

①鋼板関連事業

売上高は79,855百万円（同284百万円増）、営業利益は3,132百万円（同965百万円増）であります。

＜鋼板業務＞

日本国内のひも付き（特定需要家向け）では、在庫の積み上がりが解消されないなか、価格重視の販売活動に努め

たことなどから建材向けめっき商品を中心に販売量が減少しました。店売り（一般流通向け）は、住宅着工の回復の

遅れなどの要因から期間の前半は需要が伸び悩みましたが、期間の後半にかけ回復傾向となりました。台湾の子会

社、盛餘股份有限公司（ＳＹＳＣＯ社）は、北米向け輸出が好調に推移したことなどから販売量は増加しましたが、

台湾国内および東南アジア向けを中心にアジア市況低迷による販売価格下落の影響を受け、現地通貨ベースでは減収

となりました。タイの子会社であるPCM PROCESSING (THAILAND) LTD.（ＰＰＴ社）の連続式塗装設備については、当

初計画より遅れておりますが販売量・売上面では一定の進捗があり、引き続き販売量の拡大に向け取り組みを進めて

おります。

ＹＳＳ社については、生産設備の不具合解消に期間を要したことなどから販売立上げが遅れ、中国市場の急速な悪

化も加わり当期実績が期初の計画を大幅に下回ったことから固定資産減損の実施に至りました。
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＜建材業務＞

建材業務の建材商品ではルーフに加えファインパネル・ホームサイディングなど外壁商品の販売量も増加したこと

から増収になりました。エクステリア商品では、物置は住宅着工の回復の遅れなどの影響から伸び悩みましたが、ガ

レージや大型倉庫など大型商品で短工期が評価され好調であったこと、またダストピットの販売も好調であったこと

などから、増収となりました。工事については複数の比較的大規模な物件が順調に進捗し、増収となりました。

以上から、鋼板関連事業としては増収となりました。

②ロール事業

売上高は1,852百万円（同72百万円増）、営業利益は184百万円（同162百万円増）であります。

鉄鋼向けロールの更新需要を捕捉したこと、また、顧客への高付加価値品提案を進め、価格改善につながったこと

などから増収となりました。

 

③グレーチング事業

売上高は1,607百万円（同42百万円増）、営業損失は41百万円（前年同期は営業利益12百万円）であります。

販売量は概ね前年同期なみとなりましたが、価格是正に努めた結果、増収となりました。

 

④不動産事業

売上高は390百万円（同27百万円増）、営業利益は247百万円（同５百万円増）であります。

不動産の有効活用に努めた結果、地代収入の増加などから増収となりました。

 

⑤その他事業

売上高は1,730百万円（同1,426百万円減）、営業利益は178百万円（同320百万円減）であります。

前年同期は機械プラントで海外大口物件の売上があった要因から、減収となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前年同四半期連結会計

期間末に比べ11,626百万円増加、前連結会計年度末に比べ1,270百万円増加し、36,468百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の収入は6,821百万円（前年同期は1,346百万円の支出）となりました。税金等調整前四半期純

損失の計上（△4,321百万円）、減価償却費（2,177百万円）、減損損失（6,654百万円）、たな卸資産の減少（3,660

百万円）、法人税等の支払（△1,260百万円）等の差し引きによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の支出は4,045百万円（前年同期比1,347百万円増）となりました。定期預金の預入による支出

（△2,700百万円）、有形固定資産の取得による支出（△2,026百万円）等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の支出は2,172百万円（前年同期比816百万円増）となりました。自己株式の取得による支出

（△571百万円）、配当金の支払（△1,501百万円）等によるものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

 

①基本方針の内容の概要

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の経営理念や当社の企業価値の様々な源泉、当

社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保、向上

させる者でなければならないと考えております。

一方、上場会社である当社の株式は、株主、投資家の皆様による自由な取引に委ねられているため、当社の財務

及び事業の方針の決定を支配する者の在り方は、最終的には株主の皆様の意思に基づき決定されることを基本とし

ており、会社の支配権の移転を伴う当社株式の買収行為や買収提案に応じるか否かの判断も、最終的には株主の皆

様全体の意思に基づき行われるべきものと考えております。

しかしながら、買収行為や買収提案の中には、長期的な経営意図や計画もなく一時的な収益の向上だけを目的と

したもの、株主に株式の売却を事実上強要するおそれのあるもの、当社の取締役会や株主が買収提案の内容等につ

いて検討し、あるいは当社の取締役会が代替案を提示するために合理的に必要十分な時間や情報を提供することの

ないもの、買収行為の条件等が企業価値ひいては株主共同の利益と比較して不十分又は不適当であるもの、企業価

値の維持・増大に必要不可欠なステークホルダーとの関係を損なおうとする意図のあるもの等、買収対象会社の企

業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうものが存在する可能性があることは否定できません。
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当社に対しこのような買収を行う者は、例外的に当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として適当でな

いと判断し、法令及び当社定款によって許容される範囲で必要かつ相当な措置を講じ当社の企業価値ひいては株主

共同の利益を確保する必要があると考えております。

 

②株式会社の支配に関する基本方針の実現に資する取組みの内容の概要

イ）事業内容の充実

　当社は、規模の追求よりも個性をもって充実し、社会から必要とされる企業をめざし、鋼板関連事業として、

溶融亜鉛めっき鋼板・塗装溶融亜鉛めっき鋼板等の表面処理鋼板を主力とし、その川下加工商品として建材商品

及びエクステリア商品等への展開を図り、また、各種ロール、グレーチングの製造・販売のほか、不動産賃貸等

の事業活動を行っております。

ロ）選択と集中による収益基盤の確立

　当社のコア事業である鋼板部門では、環境負荷を低減するクロムフリー対応等に代表される高い技術力を背景

に、家電・建材向けに強固な顧客基盤を有しており、また、その表面処理技術を活かして展開する建材商品及び

エクステリア商品でも国内トップクラスのシェアを確保しております。当社では、海外展開による事業領域の拡

大と同時に、事業の選択と集中及び効率化を進め、収益基盤の確立を通じて企業価値向上を目指しております。

ハ）当社グループの価値観共有による企業価値の向上

　当社は、当社グループの価値観の共有化を一層推進するため、「新しい個性を持った価値の創造」を基本理念

に掲げ、社会から信頼され、必要とされる存在価値のある企業を目指しております。この「新しい個性を持った

価値」とは、株主と顧客から信頼され期待される機能の創造（事業価値）、必要とされるベストメーカーとして

の持続力（存続価値）、変革挑戦し成長する社員一人ひとりの個性（社員価値）、社会・自然環境と調和し共生

する努力（社会価値）であります。当社グループ内において、これらの価値観を共有することは、必ずや企業価

値向上に資するものと考えております。

ニ）環境問題への貢献

環境問題への取組みと致しましては、環境への負荷を低減することは「環境への当社の責任」であり、永年

培った技術・ノウハウを製品・工法・サービスに展開していくことが「環境への当社の貢献」と考え、その成果

を「環境報告書」として、当社ホームページに掲載しております。

ホ）コーポレートガバナンスの強化

当社のコーポレートガバナンスへの取組みでは、取締役の監督・意思決定機能と業務執行機能を一定の範囲で

分離し、取締役会の監督機能強化・効率化と業務執行の迅速化を目指して、執行役員制を導入し、さらに、当社

経営陣から独立した社外取締役を選任し、取締役の業務執行を監視する体制を強化することにより経営の透明性

を高めております。今後ともコーポレートガバナンスの強化を実施していく所存であります。

また、コーポレートガバナンスの基礎となる当社企業理念に基づく事業活動を通じて、企業の社会的責任を果

たし、健全なる行動が企業価値の維持向上に繋がるとの認識をもって、内部統制システム整備の一環としてのコ

ンプライアンス体制構築にも取組み、コンプライアンス・ポリシーのもと、行動指針の策定、コンプライアン

ス・リスク管理委員会の設置、ヨドコウ「ほっとライン」の運営などを行っております。

 

③基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための取組

みの概要

当社は、買収防衛策として「当社株式等の大規模買付行為への対応方針」（以下「本プラン」といいます。）を

導入しております。本プランでは、当社株式に対し20％以上の大規模買付行為（市場取引、公開買付等の具体的な

買付方法の如何を問いませんが、あらかじめ当社取締役会が同意したものを除きます。）を行おうとする者（以下

「大規模買付者」といいます。）が大規模買付行為実施前に遵守すべき、大規模買付行為に関する合理的なルール

（以下「大規模買付ルール」といいます。）を定めております。大規模買付ルールは、当社株主の皆様が大規模買

付行為に応じるか否かを判断するために必要な情報や、当社取締役会の意見を提供し、更には当社株主の皆様が当

社取締役会の代替案の提示を受ける機会を確保することを目的としております。当社取締役会は、大規模買付者に

対し、大規模買付行為に関する必要かつ十分な情報を当社取締役会に提供することを要請し、当該情報の提供完了

後、大規模買付行為の評価検討のための期間を設定し、当社取締役会としての意見形成や必要に応じ代替案の策定

を行い、公表することとします。従いまして、大規模買付行為は、取締役会の評価検討の期間の経過後にのみ開始

されるものとします。大規模買付者が、大規模買付ルールを遵守した場合は、当社取締役会は、当該大規模買付行

為が、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく毀損することが明白と判断される場合を除き、対抗措置を

とりません。ただし、大規模買付者が、大規模買付ルールを遵守しなかった場合、遵守しても大規模買付行為が当

社に回復し難い損害をもたらすなど、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうと判断される場合に

は、当社取締役会は、当社企業価値ひいては株主共同の利益を守ることを目的として、対抗措置をとることがあり

ます。このように、対抗措置をとる場合には、その判断の合理性及び公正性を担保するために、当社取締役会は、

対抗措置を発動するか否かの判断に際して、独立委員会の勧告を最大限尊重するものとします。

本プランは、平成26年６月25日開催の当社定時株主総会において株主の皆様にご承認を賜り継続しており、その

有効期限は、同日から３年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する当社定時株主総会終結時までとなっ

ております。
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④本プランが基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に合致し、当社の会社役員の地位の維持を目

的とするものではないことについて

当社では、以下の理由から、本プランが上記①の基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に合

致するものであり、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものとはならないと考えております。

イ）買収防衛策に関する指針において定める三原則を完全に充足していること及び経済産業省に設置された企業価

値研究会が平成20年６月30日に発表した報告書「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」の内容も

踏まえたものとなっていること

ロ）当社の企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上の目的をもって継続されていること

ハ）株主の合理的意思に依拠したものであること

ニ）独立性の高い社外者の判断を重視すること

ホ）合理的な客観的発動要件を設定していること

ヘ）デッドハンド型買収防衛策やスローハンド型買収防衛策ではないこと

 

(4）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、290百万円であります。なお、当第２

四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

世界経済は、着実な回復を見せている米国による牽引が期待されますが、中国経済の減速とそれによる新興国経済

への影響など不透明さが増しており、予断を許さない状況が続くものと考えられます。

海外鉄鋼市場は、中国鉄鋼業の供給過剰問題が解消する兆しは見えておらず、中国国内市況の停滞から輸出量が増

大し、アジア市場を中心に各地域で通商摩擦の要因となっております。好調であった北米市場においても、７月に中

国・韓国・台湾などの表面処理鋼板に対するアンチダンピング措置が仮決定されるなど、急速に不透明感が増してお

り、台湾ＳＹＳＣＯ社の輸出販売への影響が懸念されております。

日本経済はゆるやかな回復基調にあるものの、上期の終盤から鉱工業生産が弱含む状況も見られ、鉄鋼需要の先行

きに不透明感が現れるとともに、表面処理鋼板など鉄鋼二次製品の価格がアジア市況の影響を強く受ける状況は変わ

らず、当社グループの日本国内の損益面では引き続き厳しい環境が続くものと予想されます。

このような環境のなか、当社グループとしましては、採算を重視した販売活動を心掛けるとともに、ＡＬＣパネル

に替る新しい外壁パネル建材として伸長が期待される「ヨド耐火パネルグランウォール」など、特徴ある商品群の拡

販に取り組んでまいります。中国ＹＳＳ社につきましては、前期からの課題であった生産設備の主要な不具合につい

ては概ね解消しつつあり、今後は非連結子会社である淀鋼建材（杭州）有限公司（以下、ＹＢＭＨ社という。）との

協力強化を含む販売チャネルの拡充を進め、早期の軌道乗せにグループ総力を挙げて取り組んでまいります。

 

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末より1,320百万円増加し116,764百万円となり

ました。主な要因としては、現金及び預金の増加（4,155百万円）、原材料及び貯蔵品の減少（2,257百万円）等と

なっております。

固定資産は前連結会計年度末より14,105百万円減少し90,521百万円となりました。主な要因としては、有形固定資

産の減少（7,345百万円）、投資有価証券の減少（6,914百万円）等となっております。

以上の結果、連結総資産は207,285百万円となり、前連結会計年度末と比べ12,785百万円減少しました。

 

(7）経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループの経営陣は、国内及び世界の鉄鋼業並びに鉄鋼市場が大きく構造変化する中、当社の自主自立の経営

方針を維持しつつ、鋼板事業を主体として基礎的収益力の強化、企業経営体制の改革を行うなど、企業価値向上のた

めの施策を継続して実施する必要があります。当社の各事業はその独立性維持と並立して、相互に補完しあい一体と

して機能することでの相乗効果によって、より高い企業価値が創造されることを目指しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 753,814,067

計 753,814,067

（注）　平成27年６月24日開催の第116期定時株主総会決議により、平成27年10月１日を効力発生日として株式併合に

伴う定款の変更が行われ、発行可能株式総数は610,814,067株減少し、143,000,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 179,186,153 35,837,230
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 179,186,153 35,837,230 － －

（注）　平成27年６月24日開催の第116期定時株主総会決議により、平成27年10月１日を効力発生日として普通株式５株

を１株にする株式併合及び1,000株を100株にする単元株式数の変更を実施いたしました。これにより発行済株式総

数は、143,348,923株減少し、35,837,230株となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

 決議年月日 平成27年７月15日

新株予約権の数（個） 71

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 71,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 1

新株予約権の行使期間
自　平成27年７月31日

至　平成47年６月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式

の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格

資本組入額

1

1

新株予約権の行使の条件

(1）新株予約権者は、当社の取締役及び執行役員のいずれの地位

をも喪失した日の翌日(以下、「権利行使開始日」という。)

から新株予約権を行使できるものとする。

(2）上記(1）にかかわらず、平成46年６月29日に至るまで新株予

約権者が権利行使開始日を迎えなかった場合には、平成46年

６月30日より新株予約権を行使できるものとする。

(3）各新株予約権１個当たりの一部行使はできないものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
 新株予約権を譲渡するには、当社取締役会の承認を要するもの

とする。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事

項
－

（注） 当社が普通株式の分割又は併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的となる株式の数を調整するものと

します。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の

数においてのみ行われます。

調整後株式数＝調整前株式数×分割又は併合の比率

EDINET提出書類

株式会社淀川製鋼所(E01247)

四半期報告書

 8/24



（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減額
(百万円)

資本準備金残高
（百万円）

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

－ 179,186 － 23,220 － 5,805

（注）　平成27年６月24日開催の第116期定時株主総会決議により、平成27年10月１日を効力発生日として普通株式５株

を１株にする株式併合を実施いたしました。これにより発行済株式総数は、143,348,923株減少し、35,837,230株

となっております。

 

（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
（％）

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲一丁目２番１号 5,470 3.05

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町二丁目２番１号 5,342 2.98

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５番５号 5,310 2.96

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 5,289 2.95

ヨドコウ取引先持株会 大阪市中央区南本町四丁目１番１号 4,254 2.37

STATE STREET BANK AND TRUST
COMPANY 505103
（常任代理人株式会社みずほ銀行決
済営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101 U.S.A.
（東京都中央区月島四丁目16番13号）

3,257 1.81

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番３号 3,220 1.79

CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE
PORTFOLIO
（常任代理人シティバンク銀行株式
会社）

388 GREENWICH STREET,NY,NY 10013,USA
（東京都新宿区新宿六丁目27番30号）

3,130 1.74

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 3,093 1.72

THE BANK OF NEW YORK MELLON

SA/NV 10 

（常任代理人株式会社三菱東京ＵＦ

Ｊ銀行）

RUE MONTOYERSTRAAT 46,1000 BRUSSELS,BELGIUM　　
（東京都千代田区丸の内二丁目７－１

3,074 1.71

計 － 41,440 23.12

（注）１．当社は、自己株式24,051千株（13.42％）を保有しておりますが、上記の大株主には含めておりません。

２．平成27年６月17日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、ブランデス・インベストメン

ト・パートナーズ・エル・ピーが平成27年６月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているもの

の、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の

状況には含めておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。
 
大量保有者　　　　ブランデス・インベストメント・パートナーズ・エル・ピー

住所　　　　　　　アメリカ合衆国、カリフォルニア州、サンディエゴ、エル・カミノ・レアール11988

保有株券等の数　　株式　8,999,200株

株券等保有割合　　5.02％
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 27,377,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　151,124,000 151,124 －

単元未満株式 普通株式　　　685,153 － －

発行済株式総数 179,186,153 － －

総株主の議決権 － 151,124 －

（注）　平成27年６月24日開催の第116期定時株主総会決議により、平成27年10月１日を効力発生日として普通株式５株

を１株にする株式併合及び1,000株を100株にする単元株式数の変更を実施いたしました。これにより発行済株式総

数は、143,348,923株減少し、35,837,230株となり、単元株式数は100株となっております。

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

㈱淀川製鋼所
大阪市中央区南本町

四丁目１番１号
24,051,000 － 24,051,000 13.42

㈱佐渡島
大阪市中央区島之内

一丁目16番19号
2,800,000 8,000 2,808,000 1.56

フジデン㈱
大阪市中央区備後町

三丁目２番８号
439,000 7,000 446,000 0.24

東栄ルーフ工業㈱
茨城県稲敷市甘田

2415
69,000 3,000 72,000 0.04

計 － 27,359,000 18,000 27,377,000 15.27

（注）　㈱佐渡島、フジデン㈱、東栄ルーフ工業㈱は、当社の取引先会社で構成される持株会（ヨドコウ取引先持株会　

大阪市中央区南本町四丁目１－１）に加入しており、同持株会名義で当社株式をそれぞれ8,670株、7,605株、

3,167株所有しております。

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 35,175 39,331

受取手形及び売掛金 41,238 40,952

有価証券 505 200

商品及び製品 14,278 13,095

仕掛品 4,277 4,359

原材料及び貯蔵品 14,149 11,892

その他 6,006 7,120

貸倒引当金 △188 △188

流動資産合計 115,444 116,764

固定資産   

有形固定資産 59,169 51,823

無形固定資産   

のれん 197 16

その他 1,144 1,276

無形固定資産合計 1,342 1,292

投資その他の資産   

投資有価証券 41,885 34,971

その他 2,229 2,434

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 44,115 37,405

固定資産合計 104,626 90,521

資産合計 220,071 207,285

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,900 16,918

短期借入金 7,104 7,237

未払法人税等 1,244 1,576

賞与引当金 829 846

その他 6,734 6,412

流動負債合計 33,811 32,991

固定負債   

役員退職慰労引当金 93 102

退職給付に係る負債 9,642 9,813

その他 11,624 9,317

固定負債合計 21,359 19,233

負債合計 55,171 52,225
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 23,220 23,220

資本剰余金 21,209 21,393

利益剰余金 94,908 88,956

自己株式 △9,185 △9,743

株主資本合計 130,153 123,827

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 14,150 10,490

繰延ヘッジ損益 － 0

土地再評価差額金 1,615 1,620

為替換算調整勘定 2,554 3,275

退職給付に係る調整累計額 △1,260 △1,175

その他の包括利益累計額合計 17,059 14,210

新株予約権 165 182

非支配株主持分 17,521 16,839

純資産合計 164,899 155,060

負債純資産合計 220,071 207,285
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 86,435 85,436

売上原価 75,349 73,594

売上総利益 11,086 11,842

販売費及び一般管理費 8,727 8,723

営業利益 2,358 3,118

営業外収益   

受取利息 153 156

受取配当金 388 411

投資有価証券売却益 423 23

為替差益 527 －

負ののれん償却額 3 －

持分法による投資利益 87 172

その他 224 204

営業外収益合計 1,810 968

営業外費用   

支払利息 74 106

為替差損 － 194

海外出向費用 123 127

その他 78 42

営業外費用合計 276 471

経常利益 3,892 3,615

特別利益   

固定資産売却益 1 1

負ののれん発生益 38 －

特別利益合計 39 1

特別損失   

固定資産除売却損 64 45

減損損失 6 6,654

その他 1 1,238

特別損失合計 73 7,938

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
3,858 △4,321

法人税、住民税及び事業税 1,671 1,548

法人税等調整額 △15 △316

法人税等合計 1,656 1,232

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,202 △5,553

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
365 △380

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
1,836 △5,172
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 2,202 △5,553

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,817 △3,677

繰延ヘッジ損益 △1 0

為替換算調整勘定 △2,507 1,380

退職給付に係る調整額 119 72

持分法適用会社に対する持分相当額 24 △20

その他の包括利益合計 △547 △2,244

四半期包括利益 1,654 △7,798

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,996 △8,026

非支配株主に係る四半期包括利益 △341 227
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
3,858 △4,321

減価償却費 2,498 2,177

のれん償却額 － 19

負ののれん償却額 △3 －

持分法による投資損益（△は益） △87 △172

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 95 137

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9 9

賞与引当金の増減額（△は減少） 34 17

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9 0

受取利息及び受取配当金 △542 △567

支払利息 74 106

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,114

有形及び無形固定資産除売却損益（△は益） 63 44

減損損失 6 6,654

売上債権の増減額（△は増加） △3,067 411

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,792 3,660

仕入債務の増減額（△は減少） 228 △1,028

未払消費税等の増減額（△は減少） 276 78

デリバティブ評価損益（△は益） △23 △11

その他 △174 △876

小計 446 7,452

保険金の受取額 95 93

利息及び配当金の受取額 598 619

利息の支払額 △149 △83

法人税等の支払額 △2,336 △1,260

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,346 6,821

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,701 △2,700

定期預金の払戻による収入 2,000 124

有価証券の売却及び償還による収入 － 100

有形固定資産の取得による支出 △3,644 △2,026

有形固定資産の売却による収入 1 2

無形固定資産の取得による支出 △50 △112

投資有価証券の取得による支出 △23 △33

投資有価証券の売却による収入 821 543

貸付けによる支出 △159 △50

貸付金の回収による収入 151 106

その他 △94 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,698 △4,045
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  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 628 △6

リース債務の返済による支出 △77 △90

自己株式の売却による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △496 △571

配当金の支払額 △794 △780

非支配株主への配当金の支払額 △615 △721

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
－ △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,355 △2,172

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,036 667

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,436 1,270

現金及び現金同等物の期首残高 31,279 35,197

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 24,842 ※ 36,468
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動

による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させ

る方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会社

株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載し

ております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来に

わたって適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純損失及び当第２四半期連結会計期間末の資本剰余金

がそれぞれ８百万円増加しております。

 

（会計上の見積りの変更）

（耐用年数の変更）

　当社の中国の連結子会社であるＹＳＳ社では、第１四半期連結会計期間より、主要な機械装置および建物の耐用年

数について変更しております。

　この変更は、ＹＳＳ社の中期事業計画の見直しを契機に経済的耐用年数を再検討したところ、機械装置については

新たな事業計画におけるセールスミックスに応じた減価償却年数が適切であり、建物については建設地の地盤特性に

起因する不具合発生の懸念が解消し、建物本来の耐久性に応じた減価償却年数が適切であると判断したことによるも

のです。

 この変更の結果、従来の方法と比較し、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ194百万円増

加し、税金等調整前四半期純損失は194百万円減少しております。
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（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

偶発債務

(1）保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成27年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

PCM STEEL PROCESSING

SDN.BHD.
24百万円

PCM STEEL PROCESSING

SDN.BHD.
23百万円

ＹＢＭＨ社 50 ＹＢＭＨ社 125

 

(2）その他の偶発債務

前連結会計年度
（平成27年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

当社がアフリカ向けに納入した機械装置において、納

入設備の不具合や輸送中の破損等が発生した為、補修等

を進めております。

当該補修費用のうち当社が負担すべきと見込まれる金

額以外の金額約３億円について、今後の当社外注先との

交渉の結果によっては当社で追加負担が発生する可能性

があります。

当社がアフリカ向けに納入した機械装置において、納

入設備の不具合や輸送中の破損等が発生した為、補修等

を行いました。

当該補修費用のうち当社が負担すべきと見込まれる金

額以外の金額約３億円について、今後の当社外注先との

交渉の結果によっては当社で追加負担が発生する可能性

があります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

賞与引当金繰入額 316百万円 290百万円

退職給付費用 186 190

運賃 2,875 2,951

給料手当 1,843 1,899

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 24,342百万円 39,331百万円

有価証券勘定のうちの

投資信託受益証券

1,603 －

流動資産その他勘定のうちの

信託受益権

500 －

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金

△1,604 △2,862

現金及び現金同等物 24,842 36,468
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日　至 平成26年９月30日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月12日

取締役会
普通株式 794 5 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

 

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月５日

取締役会
普通株式 788 5 平成26年９月30日 平成26年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日　至 平成27年９月30日）

配当に関する事項

(1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月12日

取締役会
普通株式 780 5 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金

 

(2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月４日

取締役会
普通株式 775 5 平成27年９月30日 平成27年12月１日 利益剰余金

（注）　１株当たり配当額については、基準日が平成27年９月30日であるため、平成27年10月１日を効力発生日

とした株式併合は加味しておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

 
鋼板関連

事業

ロール

事業

グレーチン

グ事業

不動産

事業
計

売上高          

外部顧客への売上高 79,571 1,779 1,565 362 83,278 3,157 86,435 － 86,435

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － 221 221 1,344 1,565 △1,565 －

計 79,571 1,779 1,565 583 83,499 4,501 88,001 △1,565 86,435

セグメント利益 2,167 21 12 241 2,443 499 2,942 △584 2,358

(注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、運輸・倉庫業、ゴルフ場、機

械プラント、売電（太陽光発電）等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額には、配賦不能費用△606百万円、セグメント間取引消去22百万円を含んでおりま

す。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
        （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

 
鋼板関連

事業

ロール

事業

グレーチン

グ事業

不動産

事業
計

売上高          

外部顧客への売上高 79,855 1,852 1,607 390 83,706 1,730 85,436 - 85,436

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- - - 221 221 1,201 1,422 △1,422 -

計 79,855 1,852 1,607 611 83,927 2,931 86,859 △1,422 85,436

セグメント利益又は

損失（△）
3,132 184 △41 247 3,523 178 3,701 △582 3,118

(注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、運輸・倉庫業、ゴルフ場、機

械プラント、売電（太陽光発電）等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額には、配賦不能費用△585百万円、セグメント間取引消去２百万円を含んで

おります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（耐用年数の変更）

　当社の中国の連結子会社であるＹＳＳ社では、第１四半期連結会計期間より、主要な機械装置および建物の耐用

年数について変更しております。

　この変更は、ＹＳＳ社の中期事業計画の見直しを契機に経済的耐用年数を再検討したところ、機械装置について

は新たな事業計画におけるセールスミックスに応じた減価償却年数が適切であり、建物については建設地の地盤特

性に起因する不具合発生の懸念が解消し、建物本来の耐久性に応じた減価償却年数が適切であると判断したことに

よるものです。

　この変更の結果、従来の方法と比較し、当第２四半期連結累計期間の鋼板関連事業のセグメント利益が194百万

円増加しております。

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「鋼板関連事業」セグメントにおいて減損損失を計上しております。当該減損損失の計上額は、当第２四半期連

結累計期間においては5,860百万円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

 「鋼板関連事業」セグメントにおいて、のれんの減損損失を計上しております。当該事象によるのれんの減少額

は、当第２四半期連結累計期間においては161百万円であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
58円55銭 △167円87銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（百万円）

1,836 △5,172

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（百万円）

1,836 △5,172

普通株式の期中平均株式数（千株） 31,374 30,813

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 58円35銭 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百

万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 106 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

（注）１．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

２．平成27年10月１日を効力発生日として普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しましたが、前連結会

計年度の期首に当該株式併合を実施したと仮定し、１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金

額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　平成27年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………775百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………５円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成27年12月１日

　（注）１．平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

２．１株当たりの金額については、基準日が平成27年９月30日であるため、平成27年10月１日を効力発生日とし

た株式併合は加味しておりません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月12日

株式会社淀川製鋼所

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐々木 健次　印

 
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 上田 　美穂　印

 
 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社淀川製

鋼所の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社淀川製鋼所及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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